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2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度

６０
年
代
か
ら

環
境
組
織
を
設
立

日
本
電
気
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）

は
、
国
内
で
公
害
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
た
１
９
６
９

年
、
国
に
「
環
境
庁
」
が
置

か
れ
る
２
年
前
に
、
社
内
に

環
境
専
門
組
織
を
設
置
し
、

環
境
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に

「
公
害
防
止
対
応
」
か
ら

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」、

「
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
対
応
」
と
掲

げ
た
目
標
を
達
成
し
、
現
在

は
「
経
営
と
環
境
対
応
の
一

体
化
」
を
目
指
し
た
取
り
組

み
に
着
手
し
て
い
る
。「
事

業
を
伸
ば
す
こ
と
で
環
境
に

も
貢
献
で
き
る
」
と
稲
垣
孝

一
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
本
部
環
境
推

進
部
エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
語

る
。同

社
は
２
０
０
３
年
に
掲

げ
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
環
境
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
１
０
」
と
し

て
、「
社
内
の
生
産
活
動
時
」

お
よ
び
「
製
品
使
用
時
」
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と
、「
Ｉ
Ｔ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を

通
じ
て
の
削
減
量
」
を
１０
年

ま
で
に
等
し
く
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
。

同
社
の
財
務
状
況
と
事
業

所
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
推
移

を
見
る
と
（
図
１
）、
売
上

高
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
０７

年
度
は
０３
年
度
比
で
約
９
％

減
の
約
４
兆
６
千
億
円
と
な

っ
て
い
る
。ま
た
、ユ
ー
レ
ッ

ト（http://www.ullet.
com
/6701.htm

l

）の
貸

借
対
照
表
の
円
グ
ラ
フ
（
図

２
）
で
は
、
円
の
大
き
さ
が

示
す
総
資
産
が
年
々
小
さ
く

な
っ
て
い
る
。
内
訳
を
見
る

と
、
固
定
負
債
の
割
合
が
小

さ
く
な
っ
て
お
り
、
有
価
証

券
報
告
書
に
よ
る
と
社
債
や

長
期
借
入
金
を
返
済
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
だ
が
、
今
年

度
は
世
界
的
金
融
危
機
の
影

響
も
あ
り
、
純
損
益
は
２
９

０
０
億
円
の
大
幅
な
赤
字
を

見
込
む
な
ど
、
厳
し
い
経
営

環
境
が
続
き
そ
う
だ
。

エ
コ
セ
ン
タ
ー
な
ど

技
術
開
発
を
推
進

一
方
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、
０７
年

度
は
１
９
３
万
㌧
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
０６
年
度
か
ら
０７

年
度
に
か
け
て
は
約
２７
万
㌧

の
大
幅
な
削
減
を
達
成
し
て

い
る
。

同
社
で
は
ま
ず
、
社
内
の

生
産
と
オ
フ
ィ
ス
活
動
に
お

け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
０７

年
度
の
１
９
３
万
㌧
か
ら
、

１０
年
度
に
は
１
６
３
万
㌧
ま

で
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。
工
場
で
は
１
１

２
項
目
も
の
必
須
省
エ
ネ
施

策
を
設
け
て
お
り
、
ガ
ス
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
空
調
設
備
の
導

入
や
反
射
フ
ィ
ル
ム
取
り
付

け
に
よ
る
照
度
向
上
な
ど
の

工
夫
を
施
し
て
い
る
。
物
流

に
お
い
て
は
、
航
空
便
の
使

用
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と

で
、
０６
年
度
に
５
万
７
千
㌧

だ
っ
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
翌

年
に
は
４
万
８
千
㌧
に
抑
え

ら
れ
た
と
い
う
。

次
に
「
製
品
の
省
エ
ネ
対

策
」
で
は
、
０７
年
度
の
８２
万

㌧
か
ら
２５
万
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
を
目
指
す
。
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
省
電
力
を
実

現
す
る
技
術
、
製
品
、
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
・
提
供
に
関
す

る
計
画
と
活
動
と
し
て
「
リ

ア
ル
Ｉ
Ｔ
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
策
定
し
、
１２
年
ま

で
に
消
費
電
力
を
年
間
５０

％
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
累
計
で
約
９１
万
ト
ン

削
減
す
る
計
画
だ
。
膨
大
な

情
報
を
管
理
す
る
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
の
需
要
に
応
え
た

「
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」
を
は
じ

め
と
す
る
省
電
力
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
や
制
御
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
な
ど
、
技
術
開
発
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。

交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど

積
極
的
に
開
発

さ
ら
に
、「
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
削
減
」
の

取
り
組
み
で
は
、
１０
年
度
ま

で
に
、
０７
年
度
の
２
倍
以
上

の
１
１
５
万
㌧
の
削
減
を
目

指
す
。
オ
フ
ィ
ス
の
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
フ
リ
ー

デ
ス
ク
制
、
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ

ス
テ
ム
の
導
入
で
従
来
の
約

４０
％
の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
で
き

る
同
社
事
業
所
モ
デ
ル
の
展

開
や
、「
見
え
る
化
」と
「
自

動
制
御
」
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン

省
エ
ネ
の
促
進
の
ほ
か
、「
エ

コ
ル
ー
ト
検
索
シ
ス
テ
ム
」

な
ど
を
駆
使
し
交
通
事
故
や

渋
滞
を
回
避
す
る
「
高
度
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
を

中
心
に
展
開
を
進
め
る
。

（
環
境
新
聞
社
・
江
頭
佐
和

子
、
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
グ
ロ
ー

バ
ル
・
西
野
嘉
之
）

Ｉ
Ｔ
機
器
で
９１
万
�
削
減

（2）

ＮＥＣの貸借対照表（Ｂ／Ｓ）の円グラフの特徴。
社債や借入を表す黒色（固定負債）部分は年々縮小。

（ユーレット＜http : //www.ullet.com/6701.html＞を基に作成）

ＮＥＣの財務状況と事業所のＣＯ２排出量の推移
（ＮＥＣのＷebサイト、
及びユーレット＜http : //www.ullet.com/6501.html＞を基に作成）
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